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業務提携先である米国 NASDAQ上場「SuperX」グループによる Interop Tokyo 2026への出展 

及び日本初披露の新ソリューションに関するお知らせ 

～販売エージェント及び認定物流パートナーの両面で最先端 AIインフラの国内商流・物流の確立を推進～ 

 

株式会社レダックス（以下「当社」）の業務提携先である米国 NASDAQ 上場企業 SuperX AI 

Technology Limited（以下「SuperX」）グループは、本日 2026年 6月 10日（水）から幕張メッセで

開催されている国内最大級の ICTインフライベント「Interop Tokyo 2026」に出展しております。  

同社ブース（ブース番号：7N26）は非常に盛況を博しており、日本国内における AIインフラへの関

心の高さが示されております。 

同社の出展概要及び当社グループが担う販売エージェント業務及び物流業務における関わりについ

て、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. SuperX社による出展内容の概要  

SuperX は本展示会において、次世代の大規模 AI データセンター構築・運用を支えるフルスタック

AIDC（AI Data Center）ソリューションを包括的に提示しています。 

主な展示内容は以下のとおりです。 

 1.6T 光モジュールソリューション（日本初披露）： 大規模な AI トレーニング及び推論環境に

おける高帯域接続ニーズを満たす、シリコンフォトニクス技術を統合した高速光接続ソリュー

ション。 

 次世代 AIコンピューティング・プラットフォーム： NVIDIA HGX B300プラットフォームを

採用した「SuperX XN8161-B300 AI サーバー」や、超大規模モデル開発を支える「SuperX 

GB300 NVL72」ラックレベルシステムなどの先端製品群。 

 モジュール型 AI ファクトリー： コンピューティング、電力、冷却、ネットワークを統合し、

AIデータセンターの導入期間を大幅に短縮するターンキー型の構築モデル。 

 800V DC 電源アーキテクチャ： 高密度 AI データセンターの電力変換プロセスを簡素化し、

エネルギー利用効率を向上させる最新の配電技術。 
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Visit SuperX at Booth No: 7N26 to explore more about full-stack AIDC solutions  

 

2. 当社グループとのシナジー及び戦略的意義 

当社は 2026年 2月に SuperXの日本法人（SuperX Industries 株式会社）との間で業務提携契約を

締結し、日本国内における「販売エージェント業務」及び「認定物流パートナー」としての体制を構築

しております。 

今回の大規模な出展成功と市場からの高い注目度は、当社グループの事業展開において以下の強力

なシナジーをもたらすものと期待しております。 

 

① 販売エージェント業務（商流の活性化と収益機会の拡大）  

SuperX が日本市場を重要な戦略的市場と位置づけ、最先端の AI サーバー製品やデータセンターソ

リューションを国内で本格披露したことにより、高性能 AIインフラの導入を検討する日本国内の有力

企業やデータセンター需要者からの引き合いの加速が見込まれます。 

当社は販売エージェントとして、これらの顧客層に対する販売先紹介及び販売活動を積極的に推進

してまいります。 

② 物流業務（認定物流パートナーとしての実務推進）  

SuperXが展開する三重県津市のグローバル供給センター（年間 2万台の生産能力）は、国内及びグ

ローバル市場を支える中核拠点です。 

当社グループ（株式会社カーチス及び株式会社カーチスロジテック）は、同センターから出荷される

精密かつ高付加価値な AI サーバーの製品出荷・配送実務を包括的に受託する「認定物流パートナー」

として、今後拡大が見込まれる国内配送需要に対して安全かつ確実な物流ソリューションを提供し、安

定的な物流収益基盤の確立を目指します。 

 

3. 今後の見通し  

本件が当社業績に与える直接的な影響は軽微でありますが、今回の出展を契機とした SuperX 製品

の国内普及及び認知度向上は、当社が担う販売エージェント業務の商流活性化、ならびに物流受託機会

の中長期的な観点から好影響が期待できるものと考えております。 

今後も開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 
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